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問題と目的
自己の評価に関する研究において､ 個人が､ 自己のどのような側面を重視するか､ また､ 重視の程度 (重要度) が考
慮された研究は､ 自己をより精緻に理解することが可能になるという点で有用である｡ 重要度の有用性について､
James (1892) は､ 自己概念の中でも自尊感情に対する影響が強い側面と弱い側面があることを指摘し､ 自尊感情に影
響を与えるのは個人が重視する側面についての評価であると述べた｡ また､ 梶田 (1988) は､ ｢自尊心を支える根｣ と
いう表現を用いて､ 重要度の高い項目の評価が自尊感情と強く結びついていることを示している｡
重要度が考慮された研究では､ 項目の評定を重要度の高さで重みづけをするという研究が多い｡ 具体的な方法として
は､ (a) 個人にとって重要な事柄を記述､ あるいは評定させ､ 評定した項目のみを使用する方法 (Moretti & Higgins,
1990；遠藤, 1992) や (b) 集団を重要度の高群と低群に分割し､ 高群と低群を比較する方法 (遠藤, 1992；太田, 2007)､
(c) 自己評価と重要度を加算乗除する方法 (Marsh, 1993；Pelham＆Swann, 1989；太田, 2007) 等が使用されてい
る｡
重みづけは､ 次の前提に基づいている｡ それは､ 個人にとって重要度の高い項目に対する評価は､ 自尊感情と強く関
連するため評価の妥当性が高く､ 反対に､ 重要度の低い項目に対する評価は､ 自尊感情との結びつきが弱いため評価の
妥当性が低いというものである (遠藤, 1992)｡ 実際に､ 遠藤は､ 理想自己と現実自己の差異得点と自尊感情との関連
を調べ､ 重要度の高い側面についての差異得点が､ 重要度の低い側面についての差異得点よりも自尊感情との相関係数
が高いことを示している｡ しかし､ 自己評価研究において重要度自体をテーマにした研究は少なく､ 重要度概念が十分
に検討されているとは言い難い｡ 本研究の目的は､ 重要度の特徴をより明瞭にする中で､ 重要度概念の有効性を検討す
ることである｡
ところで､ 心理検査や質問紙調査においては､ 重要度変数の他にも検査や尺度の妥当性を向上させるための方法がと
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Abstract
In this study, we examined effect of social desirability toward self-evaluation and importance of a specific of self-
esteem for young adults. We conducted this survey to 189 students. The results showed the self-evaluation score and the
importance score did not related to consciously desirable responding. Though the self-evaluation score was affected by
unconsciously desirable responding, the importance score was not affected. These findings suggested that the importance
of a specific facet of self esteem could be hardly affected by social desirability.
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SD 反応修正の代表的な方法は､ SD 反応尺度を用いて SD 反応の強さを測定し､ 検査結果の調整変数として使用す
ることであり (Edwards, 1957； Crowne & Marlowe, 1960；Paulhus, 1984)､ 作為的回答をした調査協力者や回答を
探知するために用いられる｡ 日本においても､ 例えば､ 堀尾・高橋 (2004) は､ Crowne & Marlowe 社会的望ましさ
尺度 (1960) が､ 作為回答場面における５因子性格検査の作為回答を探知する効果を有することを明らかにしている｡
また､ Paulhus (1991) の尺度を用いた谷 (2008) でも､ 作為回答場面において､ SD 反応尺度得点が上昇するという
結果が示されている｡ つまり､ SD 反応尺度の高得点者は､ 低得点者よりも SD 反応による回答の歪曲が大きいので､
人格検査や質問紙尺度の回答結果の妥当性が低いと判断される (Bissonnette, Ickes, Bernstein, & Knowles, 1990)｡
本研究では､ 自尊感情尺度と SD 尺度の関連を検討する｡ その理由はふたつある｡ ひとつ目は､ 自尊感情尺度そのも
のに対する SD 反応の影響を検討するためである｡ 堀尾・高橋 (2004) では､ 性格５因子を測定する NEO-FFI 尺度が
SD 反応の影響を受けることが示されている｡ また､ Paulhus and Reid (1991) や谷 (2008) においても､ Rosenberg
自尊感情尺度 (1965) が､ SD 反応と関連することが報告されている｡ 本研究では､ 著者が作成した青年期後期用の自
尊感情尺度を使用するが､ 本自尊感情尺度においても､ 回答者が自己をできるだけ肯定的に報告しようと SD 反応が発
生する可能性がある｡
ふたつ目は､ 重要度変数が SD 反応の影響を受けているか否かを検討するためである｡ 個人が自己のどのような側面
を重視するか､ すなわち自己の価値観は､ 人の発達過程で社会文化的要因の影響を受けることは自明である (無籐,
1979；Murkus & Kitayama, 1991)｡ しかし､ 重要度変数に反映される価値観が､ 発達過程で内在化した自己の価値
観ではなく､ 単に社会的に好ましく評価されたいという表面的な動機から生じたものであれば､ 本来であれば重視して
いる側面を ｢重視していない｣ と回答すること､ あるいは反対に重視していない側面を ｢重視している｣ と回答するよ
うな歪曲した回答が生じる可能性があろう｡ すなわち､ 重要度変数が SD 反応の影響を受けていれば､ それは個人の本
来の自己の価値観を測定しているのではなく､ 社会文化的な価値観を測定していることになる｡ 重要度変数と SD 反応
の関係を明らかにすることは､ 重要度を測定することの意義や妥当性について検証する一つの方法といえる｡
以上の点から､ 本研究では､ 自尊感情尺度の項目の評定は SD 反応の影響を受ける｡ しかし､ 重要度の得点は SD 反
応の影響を受けにくい､ という仮説を立て､ 大学生を対象とした調査研究を行うこととする｡
方 法
調査時期および調査協力者 2010年10～11月､ 大学生223名を対象に集団式質問紙調査法によって施行した｡ 手続き
としては､ 講義担当者の承諾を得て講義の最初あるいは最後の20分間に行った｡ 初めに調査についての説明した後､ 調
査協力を求め､ 回答方法の説明をし､ その後質問紙に回答を求めた｡
質問紙  重要度の項目を加えた自尊感情尺度：森本 (2010) による34項目の自尊感情尺度に､ 重要度に関する設
問を加え使用した｡ 各設問について“項目の内容があなたにとってどの程度重要ですか？”と提示し､ ｢まったく重要
ではない｣ から ｢非常に重要である｣ の６件法で回答を得た｡ なお､ 以降は､ 自尊感情尺度の各項目の得点については
｢評価得点｣ と記述し､ 重要度についてたずねた得点を ｢重要度得点｣ と記述する｡
 バランス型社会的望ましさ反応尺度日本語版 (以下：BIDR-J)：Paulhus (1991) の尺度を谷 (2008) が翻訳し
て作成された24項目の尺度である｡ 自己欺瞞 (無意識的な SD 反応) と印象操作 (意識的な SD 反応) の２因子で構成
される｡ ５件法｡
分析と結果
18歳～25歳までの回答のうち､ 記入漏れがあった回答等を除外し､ 最終的に189名 (男性68名, 女性121名) の回答を




次に､ 自尊感情尺度の評価得点と重要度得点および BIDR-J の相関係数を求めた｡ 結果は Table１のとおりである｡ 評
価得点の各下位因子と自己欺瞞で中程度の相関がみられた｡ しかし､ 重要度得点と BIDR-J は､ いずれの因子でも相
関係数はあまり高くはならなかった｡ 評価得点と重要度得点について､ 項目ごとに BIDR-J との関連をみると､ 評価
得点では､ 印象操作で r＞.20である項目は１項目､ 自己欺瞞では r＞.20である項目は､ 31項目であった｡ 重要度得点で
は印象操作とはすべての項目で相関係数が r＜.20で､ 自己欺瞞でも r＞.20である項目は２項目のみであり､ 重要度得点
と BIDR-J との相関は項目ごとにみても低かった｡
次に､ BIDR-J の得点の高低によって２群に分類し､ 評価得点と重要度得点が SD 反応の高さによってどの程度差が
みられるかを検討するために t 検定を行った (Table２)｡ その結果､ 自己欺瞞の高さによって､ 評価得点の平均値は､
１標準偏差以上の大きな差がみられた (優越・有能感で t (187)＝－4.26, p＜.01；劣等・無力感で t (187)＝6.20, p＜
.01；適応・満足感で t (187)＝－8.78, p＜.01)｡
考 察
本研究は､ 自尊感情尺度の評価得点と重要度得点が､ SD 反応の影響をどの程度受けているかを検討するために行わ
れた｡ 評価得点の結果についてみると､ 自尊感情尺度のいずれの下位因子の評価得点も､ 印象操作との相関はあまり強
くなかった｡ t 検定の結果も､ 劣等・無力感の評価得点において､ 印象操作の得点の高群と低群間に有意差がみられた





Table１ 自尊感情尺度の下位尺度の評価得点と重要度得点および BIDR-J の記述統計量と相関分析
平均値
標準 相関




①評 価 53.10 15.10 －
②重要度 75.84 13.66 .30** －
劣等・
無力感
③評 価 37.92 9.36 －.31** .13 －
④重要度 35.75 7.87 －.02 .34** .44** －
適応・
満足感
⑤評 価 35.99 8.37 .56** －.01 －.42 －.20** －
⑥重要度 45.90 6.22 .18* .62** .01 .29** .22** －
BIDR-J
⑦印象操作 30.75 6.68 .02 －.11 －.18* －.19** .11 .01 －





L 群 (N=102) H 群 (N=87) L 群 (N=93) H 群 (N=96)
優越・有能感
評 価 53.47 (16.25) 52.66 (13.70) 44.83 (11.94) 61.10 (13.47) L＜H**
重要度 78.02 (13.79) 73.28 (13.12) L＞H* 74.47 (14.55) 77.16 (12.67)
劣等・無力感
評 価 39.71 ( 8.45) 35.83 ( 9.98) L＞H** 41.84 ( 7.31) 34.13 ( 9.60) L＞H**
重要度 36.34 ( 8.15) 35.05 ( 7.51) 37.27 ( 7.54) 34.27 ( 7.94) L＞H*
適応・満足感
評 価 35.35 ( 8.26) 36.75 ( 8.48) 33.47 ( 7.96) 38.44 ( 8.06) L＜H**
重要度 46.24 ( 5.99) 45.52 ( 6.50) 45.91 ( 5.90) 45.90 ( 6.56)
*p＜.05, **p＜.01
評価得点と強い相関を示しており､ t 検定の結果においても､ １標準偏差以上の大きな差がみられた｡ Paulhus & Reid
(1991) や谷 (2008) は､ Rosenberg 自尊感情尺度を用いた研究において評価得点と自己欺瞞の関連を示しているが､
今回の青年期後期用の自尊感情尺度においても同様の結果が示されたといえる｡
次に､ 重要度得点と SD 反応の関連は､ いずれの下位尺度においても r＜.20と相関係数の値も低く､ t 検定において
も､ 有意な差がみられた下位尺度はあるものの､ 評価得点の結果と比べれば差は小さいといえる｡ 以上の結果からは､
重要度得点は､ 意識的にも無意識的にも､ 社会的に望ましい回答をしようという反応の影響は受けにくいということが
できる｡ 評価得点を低く回答することは､ 自分が社会に適応できていないことを示すという予測が働き､ SD 反応が起
こると考えられるが､ 重要度得点は､ 個人が何を重視しているかという個人の意見の表明であるため､ 社会的に望まし
い回答が予測しにくいのかもしれない｡ あるいは､ 重要度が低いということは自己のその側面を重視していないという
だけで､ 自己を社会的に貶めるわけではないことから､ SD 反応自体が生起しにくいという可能性も考えられる｡
本研究の結果､ 社会的な望ましさに関しては評価得点には影響するが､ 重要度得点には影響しないことが明確となっ
た｡ すなわち自尊感情の重要度得点は､ 評価得点に比べて SD 反応によって回答が歪曲されにくい変数であることが示
された｡ また､ 本研究の結果から重要度変数を回答させる方法が､ 自尊感情を把握する上で妥当な手法であることが証
明された｡ 今後の課題として､ 重要度を測定する回答方法を考慮する必要性があろう｡ なぜなら､ これまで､ 自己の側
面についての重要度を回答させた研究では､ 重要度変数の回答のしやすさや重要度に関する評定の正確さが考慮される
ことはほとんどなかったからである (太田, 2007；原田, 2008)｡ 例えば､ 小平 (2002) の理想自己と義務自己をそれ
ぞれ回答させるという研究では､ 回答の困難を訴えたのは約９割､ 理想自己と義務自己が同じであるという回答が約３
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